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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　本発明の添加剤の更に別の成分として好適なオレフィンコポリマー（成分ＶＩ）は、モ
ノエチレン性不飽和モノマーから直接誘導し得るか、またはイソプレンもしくはブタジエ
ンなどのポリ不飽和モノマーから誘導されたポリマーを水素化することによって間接的に
製造することができる。好ましいコポリマーは、エチレンの他に、炭素原子数３～２４の
α－オレフィンから誘導される構造単位を含みそして１２００００ｇ／モルまでの分子量
を有する。好ましいα－オレフィンは、プロピレン、ブテン、イソブテン、ｎ－ヘキセン
、イソヘキセン、ｎ－オクテン、イソオクテン、ｎ－デセン、イソデセンである。炭素原
子数３～２４のα－オレフィンのコモノマー含有率は好ましくは１５～５０モル％、より
好ましくは２０～３５モル％、特に３０～４５モル％である。これらのコポリマーは、少
量の、例えば１０モル％までの量の更に別のコモノマー、例えば非末端オレフィンまたは
非共役オレフィンを含むこともできる。好ましいものはエチレン－プロピレンコポリマー
である。該オレフィンコポリマーは公知の方法、例えばチィグラー触媒もしくはメタロセ
ン触媒を用いて製造することができる。
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